
 

 

 

 

 

 
                                                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 5月 22日 

「こどもを守るネットワーク」事業 

こどもネットニュース 

「こどもを守るネットワーク」事務局 

〒190-0012 立川市曙町２-15-20-５F 連合三多摩ブロック地協内 

TEL 042-529-5550  FAX 042-529-5552 
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道路で気を付けるには～６、７月子どもの交通事故が増加～ 

○飛び出さないこと・・・最も多い子どもの事故原因は「飛び出し」。信号のある道路だけでなく、交差

点や十字路、自宅や小学校の敷地など、通りに出る前には必ず左右を確認すること。 

○道路は「すぐに」わたらないこと・・・交差点や横断歩道をわたるときは、信号が「青」でも、必ず周

囲の安全を目視で確認すること。前の人が歩きだしても自分の目で確認してから動くこと。 

○音や周りに注意を払いながら歩くこと・・・猛スピードで走る車や、ふらふら蛇行する車など、異変

な車に気が付いたら一刻も早く安全な場所に退避すること。 

 

 

 
４月 27日(土)連合三多摩ブロック地協は、

2024連合三多摩メーデーを立川市民運動場で

開催しました。４年ぶりの通常開催というこ

ともあり約 20,800人の参加がございました。

メーデーの中でこどもネットの活動を様々な

形で PRしましたのでいくつか紹介します。 

来年の連合三多摩メーデーにおいても、多 

くの親子に知ってもらえる

よう企画していきます。 
上図２枚：パネル展示にて活動内容や参画組織の紹介 

上・右上図：活動周知のため、定規・ぬりえ用紙を配布 

左・上図：ステージ看板にこどもネットステッカー掲示 

右図：警視庁 HP(小学生の交通人身事故の月別発生状況（令和５年中) 

こどもネットの活動を知ってもらう～2024連合三多摩メーデー

～ 

 東京都の交通事故のうち子どもが関わる事故は 1800件/約 7100件（※警視庁令和５年度調べ）と全体の

25%にあたります。特に 6、7月は年間の中でも、こどもの交通事故が毎年多くなる月が続きます。気候も 

暖かくなり、子どもの活発な外遊びが多くなる時期です。ま

た、今年もまもなく梅雨入りを迎える時期です。雨の音や傘

によって車が近づく音や気配などの危険に気づきにくくなる

ため、子どもだけでなく、ドライバーの方も含め今一度、気

をつけましょう。 

 

です。まずは子ども自身が安全意識を高める必要がありま

す。そこで安全な歩き方の注意点をいくつか紹介します。 

 



 

 

                      

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 5 月 30 日 

連合三多摩 地球温暖化防止に向けたＣＯ２削減の取り組み 

～ わたしたちが地域でやること、できること ～ 

三多摩エコニュース 
 

（事務局）連合東京三多摩ブロック地域協議会 

〒190-0012 立川市曙町２－15－20 三多摩労働会館５Ｆ 

TEL 042-529-5550  FAX 042-529-5552 
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連合エコライフ 21 ココちゃん 

連合東京の森[飯塚(いづか)・人里(へんぼり)] 保全活動 

 ５月 25 日（土）、連合三多摩ブロック地協は、連合東京の森

保全活動を檜原村（人里地区）で行い、連合東京、東部、西北、

中南の各ブロック地協、連合東京青年（オールユース）委員会

からもご協力をいただき、６８名の方が参加しました。 

 はじめに、高橋 良昭議長から主催代表挨拶を行い、続いて連

合東京を代表して服部 和也連帯活動局長からご挨拶がありま

した。そして、森の管理を委託している大谷 正平さんから作業 

上の注意点やカマとノコギリの使い方についてレクチャーを受け、作業

を開始しました。 

 この日は、山の上の場所だったため、傾斜が厳しく難しい状況での作

業でしたが、多くの参加者のご協力で、広範囲の下草刈りと枝落としが

できました。皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

 

５月１９日（日）、連合西多摩地区協は「連合東京の森 保全活

動」を飯塚地区で実施し、幹事をはじめ単組、連合三多摩など

から１９名が参加しました。 

 開会に先立ち、主催者挨拶で、熊谷 浩伸 西多摩地区協議長

は「鎌やのこぎりなどの取扱いに十分注意し、事故や怪我のな

いように作業をして欲しい」と述べました。作業が終了する 

頃から小雨が降ってきましたが、広範囲に渡って下草刈り、木々の枝落

としをすることができました。飯塚の森は、2005 年に山桜 50 本、しだ

れ桜 50 本、紫つつじ 170 本、山つつじ 170 本を植樹し、連合東京の森

4 地区[人里(へんぼり)、小沢(おざわ)、神戸(かのと)、飯塚(いづか)]の中

でも多く植樹されてきており、西多摩地区協が主体となって毎年 2 回の

保全活動を行っています。 

連合東京の森の保全活動は「連合東京 さくらの森」として 2002 年から取り組を進めている活動です。継

続的な管理保全のために必要な作業であり、成長過程の樹木（サクラ、モミジ、カエデなど）に対して土

壌から栄養が行き渡るよう、草刈りや枝落としを行っています。 

上図：集合写真 / 下図：草刈り活動の様子＠飯塚 

左上図：集合写真 / 左図：草刈り活動の様子＠人里 
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